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 問題生態系計測研究会では、これまでの研究会活動をふまえ、上記のような

表題のもとに、世界のさまざまな問題生態系に関わる衛星画像を主とする解説

記事を学会誌に連載し、それを取り纏めて書籍として学会から刊行することを

企画しております。執筆要領は以下の通りですので、ふるって原稿を投稿下さ

い。 

 

１．統一表題： 「宇宙から見た世界の問題生態系」 

２．内容案： 世界の多様な問題生態系を対象として、衛星画像を主体とする

写真をふんだんに使用した異分野専門家/一般向けの解説記事とする。主と

して「公表済の論文等のエッセンスを分かりやすく図解する」というような

イメージを想定。 

３．執筆者： 問題生態系計測研究会会員を中心に、幅広くリモートセンシン

グ学会員。リモセン学会員でない方の場合にはこれを機にリモセン学会に入

会していただくことが望ましい。 

４．分量・形態： １編２～４ページ、各号数編、計３０編程度（２～３巻）。１編につき

１ページ分のカラーチャージは学会で負担。それ以上は著者負担。「解説」

記事の扱いで審査は無し。記載要領は学会誌に準じる。体裁は次ページ参照。 

５．刊行物 発行主体： 日本リモートセンシング学会（問題生態系計測研究会編） 

形態：総ページ数２００ページ程度、サイズ：A4 程度 

販売価格：未定（３～５千円）、初版部数：１０００部程度 

※上記はあくまで目安であり，学会誌への連載が終了後，別途出版社と検討

する予定です． 

６．締め切り予定 

第 1回：2014年 11 月 10日 （発行：2015 年 1月 30日，Vol.35-1） 

第 2回：2015年 2 月 5日 （発行：2015年 4月 17日，Vol.35-2） 

７．原稿送付先 

作野裕司（広島大学）sakuno@hiroshima-u.ac.jp 

※原稿の流れ： 受領した原稿は、研究会として原稿内容・体裁等を確認、

必要があれば著者に手直しを依頼した後、著者から学会誌にオンライン投稿

していただき、以後は編集委員会での対応を経て、掲載となります。 

以上 



[見本] 

微妙なバランスで成り立つ汽水湖沼の環境 
The environment of the brackish lakes kept by a delicate balance 

― 問題生態系シリーズ： ○○生態系― 

                             ○○ ○○（和名）   

                           ○○ ○○（英名） 

 

 湖沼は、周辺環境の都市化に伴う富栄養化や湖底の貧酸素化等が問題となっており、各

地でその対策が求められています。リモートセンシングは、その広域性、同時性、反復性

の長所を生かし、変化の速い湖沼環境を比較的安価でモニターする技術として非常に期待

されています。特に湖沼内の植物プランクトン量の指標となるクロロフィル a 濃度は、富

栄養化の指標として最も重要なモニタリング項目の一つです。その他には、濁度、懸濁物

質量（SS）、水中溶存有機物（CDOM)等がリモートセンシング技術でモニタリングが可能と

されています。 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

■文 献 

1)著者名：○○（論文タイトル），○○論文集，巻（号），pp.12-15（ページ数）,発行年. 

2)(編))著者名：書名，発行所，発行都市名，発行年(西暦. 

3) http://www.rssj.or.jp/gakkaisi/gakkaisi.htm (2012.8.10) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 ○○○○○○○○○○○○ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 ○○○○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 ○○○○ 

 

 


